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道2項分布の拡張とimproperた分布
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            Test of Homogeneity of Parameters
                       （客員）一橋大学経済学部早川毅
 々個の母集団の確率（密度）関数を∫（κ1θ1），ク＝1，2，．．．，后とする．各母集団よりm1個の標本，κ戸
（舳，．．．，κ切、），ゴ＝1，2，．．．，尾を取る．本報告は，
                仮説∬：θ、＝…＝θ尾，
                対立仮説K：ヨ5，ノ，θ洋θ5
に関する尤度比検定を考察する．
 尤度比検定規準λは
                 λ＝倉行ル舳一三）
                   ト1α三王！（κ｛α1θ｛）
      ～                     尾                          ＾で与えられ，θは仮説∬のもとでのm＝Σm｛個の標本による最尤推定量，θゴは対立仮説Kのもとで
                  ’＝1
のm1個の標本による最尤推定量である．
                （。L 1 卿 ∂互               ・・一、妻1・茗研1・・！（篶1I乱）











                        一   尾   ＾ なお，本間題はHayakawa（1976）に於いて，仮定：θ＝Σρ1θ・，ρF物／mのもとで考察されている
                          ｛＝1
が，この場合は本検定問題のRobustnessの研究に対応している．この仮定は多くの分布に於いて満され
る．
